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白

本

に

お

け

る

資

本

激

業

-
は

明

治

11

一
八
年
：
の
、當

動

力

化

を

画

期

と

し

て 

急
速
に
発
展
し
て
き
た
。
資
本
制
漁
業
発
展
の
過
程
は
零
細
経
営
の
：没
落
の'過
，
 

糖
で
あ
る
の
に
、
実
は
漁
家
と
い
わ
れ
る
零
S

営
体
の
分
解
は
極
め
て
徐
々

： 

に
、
不
透
明
な
形
熊
で
分
解
し
て
き
た
に
適
ぎ
ず
、
多
数
の
零
軸
経
営
は
零
細
，
 

経

営

と

し

，て

再

生

産
を

統
け

，て

き

た

の

で

あ

る

0
:
:
.
.
.
.

1

生

産部
！
：

に

お

い

て

、

資̂
生
産
が
発
展
し
て
い
な
が
ら
か
お
零̂̂ 

営
が
多
数
存
続
し
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
ぅ
か
。
こ
の
点
に
関
し
ニ

.つ
の
見 

解
が
見
ら
れ
る
。
第
一
の
見
解
は
、
残
存
の
楓
拠
を
資
本
制
生
産

そ
の
も
の
が
、

技

術

的

基

ま

i

断

性

の

為

に

未

成

熟

な

発

展

し

か

遂

げ

て

ぃ

な

ぃ

と

ぃ

ぅ

と

 

と

ろ

に

求

め

る

も

の

セ

あ

り

、

第

一

一

の

.見

解

は

沿

岸

漁

場

の

半

I

的

罢

に

 

求

め

る

も

の

，で

あ

る

0

即

ち

第

一

の

見

解

に

依

れ

ぱ

不

完

全

分

解

の

形

態

を

と
 

る

理

由

は

次

の

様

に

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

：
i

業

技

を

現

段

霞

に

お

い

て

は

 

海

上

漆

撒

作

業

に

伴

ぅ

自

然

的

諸

条

件

の

恣

意

の

強

烈

さ

を

充

分

克

服

す

る

と

 

ふ

が

I

:

で

あ

る

.
f

と

、

ネ

だ

漁

掛

技

術

の

手

労

働

的

技

能

へ

：
の

霞

と

は

 

資

本

制

生

産

.と

し

て

：
の

本

i

展

開

へ

.ゆ

i
l

i

な

る

技

術

的

基

礎

を

欠

く

こ

と

 

に

な

る

。

こ

と

に

マ

ラ

ユ

.
的

漁

業

発

達

の

限

が

見

出

さ

れ

る

と

共

こ

傲

,

 ̂

層

分

解

の

不

完

全

性

の

根

源

が

i

;
;

^」

：
：

V

:

. 

、
.
：

;
さ
て
こ
め
様
な
見
解
と
な
ら
か
で
同

i

s
お
い
て
第r.j

の
見
解
も
見
ら 

.
る
。
：
即

ち「

囊
生
産
力
を
極
度
に
低
位
に
お
し
止
め
て
い
る
沿
岸
漁
場
秩 

序
の
総
有
的
体
制
そ
れ
自
体
は
彌
元

•
.網
子
関
係
の
運
底.に
,

§

る
頭
強
なi
 

建
制』

そ
の
，も
の
で
あ
り
、
現
在
で
も
強
く
沿
岸
零
細
費
を
封
建
的
関
係
こ 

驟
留
し
て
い
る
も
の
と.レ
て
、
農
業
に
お
け
る
封
建
制
と
ま
さ

I

応
斜
¥」 

そ
し
て
こ
の
第

j1
の
見
解
は
次
の
如
く
は
？
き
り
と
打
ち
出
さ
れ

て

い

る

0

4 ゴ
i  :  

り 
mI

y<%

「

日
本
漁
業
の
構
造
的
な
特
徴
は

r

方
の
極
に
！
！陰
的
な
漁
業
の
権
利
を
独
占
，
 

し
、

：

根
拠
地
を
ま.配
し
、
度
大
な
生
産
手
段
を
有
す
る
極
少
数
の
巨
大
資
本
が
：
 

あ
り
、
他
の
極
に
半
封
建.的漁
場
爛
度
に
よ
マ
て
沿
岸
漁
場
に
紫
#
さ
れ
た
零 

細
激
民(

潜
在
的
過
剰
人
口

)

，.，：と
あ
合
制
に
し
ば
り
つ
け
ら
れ
た
漁
夫
と
の
慮 

大
な
都
が
存
在
し
、
中
間
に
全
国
に
誉
す
る
中
小
胳
主

.網
元
がI

あ
る
。

」 

r

封
建
的
な
激
場
制
度
に
よ
マ':
て
零
細
漁
業
に
し
ば
り
つ
け
ら
れ
た
沿
岸
漁
民
，
 

は
身
分
的
に
船
主•
.
網
元
に
離
腐
し
そ
の.故
に
、
資
i
社
会
の
'な
か
に
あ
っ 

て
.
と
破
減
に
お
ち
い
り
つ
つ
、
因
襲
的
封
建
的
な
歩
合
制
度
に
屈
激
し
て 

ま

i
策
に
安
価
な
労
働
力
を
提
供
し
て
い
み
の
で
縫
が

0

」

；："-

さ
ら
に
第
一
の
見
解
は
残
存
の
根
拠
を

^
0
!
然

的

.
技
術
的
条
件
に
基
く
資
本 

制
生
産
め
未
成
熟
さ
に
求
め
る
点
で
生
産
力
誰
に
連
な
る
こ
と
を
批
判
し
、
线 

存
の
主
た
る
根
拠
をI
 r

資
本
制
協
業
的
漁
業
：の
特
質

」

に
求
め
る
石
渡
貞
雄
氏-

.

(

注
4)

へ
-

/

の
幽
論
が
あ
る
。.そ
れ
に
よ
れ
ば
資
本

制
：*

的
漁
業
に
基
く
重
労
働
は
ニ

0

 

歳
代
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
。

'
:二1
0歳
を
す
ぎ
た
労
働
者
は

1

糧
の
廃
物
と 

さ
れ
そ
の
う
ぱ
す
山
こ
そ
沿
岸
漁
業
で
あ
り
と
こ
に
零
^
^
^
営
の
残
存
す
る 

特
質
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
と
す
る
。
従
：っ
て
こ
の
理
諭
に
お
い
て
查
業
め 

部
分
中
の
重
耍
漁
機
作
業
が
機
械
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
ゥ

H
、；

労
働
f

が 

軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
う
ば
す
て
山
の
必
要
も
減
少
し
、
漁
風
層
の
分 

解
の
不
透
明
性
を
透
明
化
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

0
て 

;

石
渡
氏
の
理
論
を
含
め
て
第

一

の
見
解
は
、
资f

生
産
の
発
展
の
中
.に
な 

お
零m

営
体
を
S

さ
せ
る
契
機
を
見
出
す
の
に
対
し
、

.

.第
二
；の.見
解
は
、
ゾ 

資
I

漁
業
が
発
展
し
な
が
ら
も
な
お
沿
岸
に
お
い
て
は
半
封
建
的
漁
場
所
有

'沿
岸
漁
業
の
桃
造
：

=

半
封
建
的
漁i

制
度
が
支
酷
し
て
お
る
と
し
、
そ
れ
が
零

i

ざ
の
資
本 

主
義
的
発
展
を
阻
止
じ
、
零
i

営
を
零
響
営
と
し
て
維
持
再
生
産
し
て
い 

る
と
す
る
も
の
で
あ
る
‘。
資
本
の
側
か
ら
お
ょ
び
漁
場
所
有
の
側
か
ら
零

i

. 

営
の
存
続
め
根
拠
を
求
め
る
と
れ
ら
の
見
解
を
零
の
ぜ
状
と
漁
場
所
有 

の
機
能
の
面
が
か
か
謝
す
る
と
と
が
本
論
文
の
課
輝
で
あ
る
。
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日
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座
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八
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賈
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線
合
分
析
F)

。み 

：

’ 

.

.

.

.
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'
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.
-

昭
和
ニ
九
年
の
第
二
次
漁
業
，セ
ン
サ
ス
に

-
れ̂
ぱ
i

体
総
数
約
ニ
五
万

一 

千
で
あ
る
。.：t
の

囊

体

を

、.漁
業
§

遂
行
為
の
生
要
な
労
働
手
段
で
あ 

る
1

の
鋒
ぎ
屯
数
に

V

ゥ
て
階
層
区
分
し'た
第1

表
に
ょ
れ
ぱ
、

S

 "

動
力
船
の.富

也

数

がIO
C
}

屯
を
：こ
え
る
譽
休
は
九
三
四
S
数 

>

9
四
％
弱
>、
，一
勢
船

I
r
l
o
l
l

0
0
成
の
i

体
は
ニ
：
、

A 一
 0

 (

総
数

の
'

強)

，-で
あ
り
、.両
階
層
を
合
わ
せ
て
も
総
譽
体
の

1

.
五
％
に 

過
ぎ
な
い
。.こ
のi

階
層
は
資
本
制
生
産
を
営
み
！̂

体
数
と
し
て
は
極
め
て 

少
か
'い
が
、
漁
業
生
産
高
か
ち
見
れ
社
最
も
重
要
な
階
層
で
あ
る
。

.

.

知

-動
*

P

船
：

m

屯
以
上
三

0

屯i

満

を

警

す

るi

体
は
八
.
三
％
で
、 

沿
岸
I

な
が
し
は
服
合
漁
業
に
従
事
す
る
◊，
動
力
船
，三
.屯
未
満
及
び
無
動
力

.
 

.
 
.
 

:
 

ニ 
七

(TU  
ニ )
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第

I

図
で
示
さ
れ
る
如
く
家
族
労
働
力
の
み
に
ょ
る
経
営
体
は
平
均
従
事
者 

がT
K

で
あ
る
無
動
力
船
階
層
及
び
動
力
一
セ
未
満
層
に
お
い
て
そ
の
占
め
る 

割
合
が
高
く
、
前
者
で
は
八
九
％
、
後
者
で
は
A

四
％
が
そ
れ
で
，あ
る
。
ま
た 

浅
海
養
殖
で
は
平
均
従
事
者
が
三
人
：で
あ
り
な
が
ら
家
族
労
作
経
営
体
が
八
七 

ダ
を
占
め
て
い
る
の
は
、
こ
め
漁
業
，で
は
家
族
の
婦
女
子
労
働
力
が
漁
掛
作
業
，
 

.

に
参
加
す
る
か
ら
で
あ
る‘。
.

.

r

 

..

動

力
_
 

I

m

i

満
層
で
は
家
族
労
作
経
営
体
は
六
ニ
ー
％
で
あ
り
、
家
族
労

沿
岸
漁
業
の
，構
造

働
力
と
雇®
労
働
力
と
，で
経
営
を
行
ぅ
も
の
が
三
五
％
を

-
め̂
て
く
る
‘。
こ
の 

層
は
家
族
労
働
力
を
主
保
と
い
つ
つ
労
働
力
を
雇
傭
し

H

く
る
層
で
あ
る
と
い 

え
る
が
、
こ.の
.層
の
中
.で
三
屯
に
近
い
も
の
と

.j

.屯
に
近
.い
も
の
と
で
は
雇
傭'
 

労
働
力
へ
の
依
存
度
が
異
な
‘タ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
統
計
的
に
そ
れ
を
確
め 

,る
.こ
と
，は
でぎ
M

リ
ー
ま
た
雇
傭
労
働
力
を
入
れ
る
と
し
て
も
季
節
的
な
，差
異 

'が
あ
る
。
あ
る
激
期
に
は
労
働
力
を
雇
傭
へ
厲
る
漁
期
に
は
家
族
労
働
力
の 

一
み
で
経
営
を
行
ぅ
。
ソ
セ
ン
サ
ス
お
け
る
従
事

i

は
盛
漁
期
の
従
事
者
数
で 

あ
る
こ
と
を
注
意
し

K

お
く
必
要
が
：あ
る
。
'従>.

て
同
.

I ,

漁
船
を
用
い
な
が
ら 

も
労
働
力
を
多
く
必
要
と
す
る
漁
期
を
除
け
ば
三
屯
未
満
層
は
家
族
労
働
力
を 

以
て
警
さ
れ
を
と
と
が
多
い
：

0
.
;
: 

\ . 

. 

■

,' 

ニ
.

1

屯
以
上
1.1

0

0屯f

満
ま
で
、
：.
漸
次
雇
傭
労
働
力
め
み
に
よ
る
警
体 

が
増
加
し
て
ゆ
く
と
は
い
え
、

.家
族
労
働
力
と
雇
傭
労
働
力
と
に
よ
る

&
^
1が 

占
め
る
割
合
は
ほ
ぼ
七0
%前
後
で
あ
る
。
"
生
産
手
段
の
所
有
者
で
あ
る
船
主 

が
労
働
力
を
麗
傭
し
な
が
ら
も
、
，自
ら
船
長
、
船
頭
と
し
て
乗
：り
組
む
か
、
家 

族
の
者
を
、
船
長
、：
機
関
長
等
と
し
て
乘
り
組
ま
せ

.て
行
う
§

が
，と
ら
れ
る
。 

'直
接
的
生
産̂
程̂
か
ら
資
本
家
は
分
離
し
て
い
な
い
。
レ

：：；

:

し
か
し
な
が.ら
個
人
経
営
体
に
お
け
る
家
：族
、
雇
傭
者
別
従
事
者
割
合

(

第 

'

1

1表〕

.に
示
さ
れ
る
如
く
、
家
族
と
雇
傭
者
に
よ
る

§

が
と
ら
れ
て
い
て
も 

J:li

屯

層

で

は

従

事

者

総

数®
風
傭
労
働
力
め
占
め
る
割
合
が
急
増
す
る
。 

即
ち
従
事
者
総
数
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
，

P

動
力
船
曆

、
一：. 一

屯
未
満
層
で
は

<

七 

%
'
、：
8

練
で
は
A
九
ぷ
が
家
族
撒
事
者
で
あ
り
、
,

1

屯

丄11

屯
未
満
層
で 

は
七 
一.％
が
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
三
屯
以
上
層
に

:

.

:

レ
ニ 
九
‘ (

I
U
!

三
y

二

八(

ニ
ニ
ニ)

肖

層

は

全
®

体
の
九
割
以
上
を
古
め
る
。
と
の
隙
層
は
主
要
労
働
手
段
の 

蕭
の
靈
か
ら
み
て
沖
合
に
出
漁
し
遠
隔
の
漁
場
.

に
お
け
る
生
産
を
行
ぅ
こ
：
 

と
が
で
'

き
な
い
経
営
体
で
あ
ネ
い
わ
ゆ
る
沿
岸
漁
業
経
营
体
で
あ
る
。
こ
の 

ぅ
ち
大
型
定
置
、
地
曳
網
漁
業
を
主
と
す
る
沿
岸
の
資
本
制
漁
業
経
営
体
を
除 

け
ば
1

當
体
の
約<

:
<

%

が
浴
岸
零
細
経
営
：
で
ぁ
る

。

.

52

無
0
力
船
階
層
、
動
力
三
屯
未
満
及
び
®

海
養
破
業
.

小
型
定
置
漁
業
に 

従
事
す
る
経
営
体
は
九<

%

が
，，セ
ン
サ
ス
め
分
類
に
よ
れ
ば
経
営
体
で
あ 

る
。
即
ち
沿
岸
漁
業
は
：個
人
の
零
細
経
営
体
に
よ
，
ゥ
て
営
ま
れ
てい
る
.

と
い
え 

る
。
 

-
■

沿
岸
零
細
経
営
休
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
従
事
者
別
®
旨
体
数
を
み
. 

れ
ぱ3

日
本
漁
業
の
セ
四
％
が
三
人
以
下
の
従
事
を
に
よ
ゥ
て
経
営
さ
れ
て
ぐ

§
n
s
f 
<
4
3

る
。
出
特
に
無
動
力
船
階
層
で
は
九0%

。
動
力
船1

以
下
階
層
は
九j 

%

、

I

屯
I

三
屯
層
は
七
六
％
、
浅
海
着
殖
は

<
0
%

が
三
人
以
下
の
従
事
者 

で
あ
る
。I

般
に
海
面
漁
業
に
お
い
て
は
漁
掛
作
業
に
従
事
す
る
の
は
男
子
で 

あ
：り
、
；特
殊
な
漁
業
す
な
わ
ち
海
藻
類
、
貝
廣
の
採
取
を
除
け
ば
女
子
は
陸
上 

労
働
.

，に
従
事
す
る
0
従
つ
て
、.

と
，の.

セ
ン
サ
ス
，
の
従
事
者
は
漁
播
作
業
に
従
事 

し
た
者
の
数
で
あ
る
故
ほ
ぽ
男
子
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
ぅ
。
：農
業
に
お
、，
て 

'

は
婦
女
子
労
働
力
が'

農
業
経
営
の
支
柱
的
労
働
力
と
も
な
る
の
で
あ
る
が
、
漁 

業
に
お
い
て
は
婦
女
子
は
漁
歉
作
業
の
主
要
な
担
い
手
と
：は
な
ゥ
て
い
な
い
。 

そ
れ
故
海
業
に
お
け
る
家
族
労
作
§

の
範
囲
は

 

一r

世
代
型
家
族
構
成
を
と
る 

も

の

を

標

準

と

す

れ

ば

世

帯

主

と

長

男

或

い

は

そ

れ

に

準

ず

る

も

の

.
と

い

う

ニ 

人
の
男
子
労
働
力
の
範
囲
と
な
る
も
.

の
と
、，
え
よ
う
。

:

V
P
I
T
R



，第二表個人激常傳における 
家族雇傭者別従事者割合

従’ 事 者 : 数

総 数 ，家 族 .. '履傭#
総 ' 数 100.0 56.1 43.9
M ..，，動..，.力 -; 100.0 874 12,9 .

{ 〜1屯 100.0 87.0 ，13.0
1〜 3 100,0 70.9 29,1

動
3〜 5 '100.0 39,4 60.6
5〜 10 100.0 23.9 7(U

：' J 10〜 20 100.0 13.5 86.5

力 20〜 30 100,0 8,0 92.0
30 〜 100 100.0 3.7 96.3

100〜 200 100.0 1,2 98.8
、200屯以i 100,0 0.3 99.7
' 大 . 風 100.0 6.0 9 4 . 0

置 1、ル 100.0 48.8 51.2
地 び:さ網 ioo,Q 14,0 86.0
线 海 養 殖 100,0 88,6 11,4

(第二次漁業七ツサス）

第 四 表 漁 m 金 額 別 漁 家 数 \ % )

1
1 ：

(第二次漁業センサス）

.第五表兼業状況別個人経営世帯 （％)

第 三 表 漁 獲 高

金 額 (％)
——MM*—BMBB—
敦 量 (％ )

総 数 100.0 100.0

総 数 50.6 54.9

, 個
無 動 力 5.7 8.0

1^3屯未游 9.2 7,6

人 動

<
力

3〜10屯 

10 〜30
5.6
6.7

6.3
9.2

経
30 〜100 

100〜200
8.8
3.9

11,5
3.8

.ゆ. 、200屯以上 2-9 2.5
111

定 1「大 型 2.2 3.3

体
置 i、小 型 1.5 1.3
地 び き 網 0.6 0マ
浅 m  m m 3.5 0.7

漁業協同組合g 営 ‘ 2.0 1,9
生 産 組 合 1.1 1.0
共 同 経 営 19.2 16.7
会 祉 M 営 26.8 25.3
宫么ト庁,学校試験場 0,3 0.2

総 数 專業
兼 業  
m 数

第1 種
m  m

第 2 種 
兼 業

自営兼 
業のみ 
のもの

自常兼業 
と被傭を 
行'うもの

被傭の 
みのも. 
の.

総 数 100.0 14.3 85.7 43.0 42.7 36,3 ■ 35.4 14.0

無 動 力 100.0 8.6 91,4 34.9 56,5 30,3 46.0 15.1

— iTtL 100.0 20.8 79.2 51.0 28.2 32.6 r  28*8 17.8

1〜 3 100,0 23.1 76.9 56.2 20.7 33.2 27,5 16.2

3〜 5 100.0 25.7 74.3 67.9 6.4 36:5 24,1 13.7
動 :..5 〜 ..10 100.0 23.9 76.1 67,3 8.8 44.6 21.6 9.9

{ 10 〜 20 100.0 25,4 74.6 67.7 6,9 50.1 16.2 8.3

力
20〜 30 100.0 36.3 63.7 58.0 5.7 46.4 10.1 7.2

30 〜 100 100.0 41.5 58.5 55.2 3.3 46.6 6.5 5,4

100〜 200 100.0 50.8 49.2 48.4 0.8 44.6 3.1 1.5

、200屯以上 100,0 56,5 43.5 42.4 1,1 . 38,0 2.2 3.3

大 型 定 置 100:0 19,7 80.3 71.4 8.9 54,5 19.3 6.5

小 型 定 置 100.0 11,4 88.6 56.1 32.5 46.4 35.1 7,1

地 び き 網 100.0 10.2 89.8 49.8 40.0 49.2 31.2 9.4

m 海 養 殖 100,0 12.5 87,5 33.1 1 54.4 55.4 22.4 9.7

{ m  1 ■iw-ui

経営体、
総 数 1 〜 5 7 1 5〜10万 10 〜 20 20 〜 30 1 30 〜 50 50〜 100 100 7 J

R 以上

無 動 力 100.0 57.0 22.8 14.1 3.7 1.9 0.5 0,0

動力1 也未満 100.0 22.8 24.0 31.6 12.3 6.9 2.3 0.1

1 ^ 3 屯 100.0 14.2 16.7 28.5 16.4 15.0 7,7 1.5

3〜5 屯 100.0 4.3 6.2 15.0 15.0 24ュ 24.8 10.6

小 型 定 ® 100.0 20.8 17.0 21.1 12.2 12.2 9.8 6.9

浅 海 養 殖 100.0 28.9 29,3 24.3 8.7 5.6 2.5 0.7

レ

，
，

，§
§

1

四)

な
る
と
、
家
族
従
事
者
の
割
合
は
急
減
し
、

.
二T
五
屯
膚
で
四

0
%

と
な
り
、 

營

S
屯
数
め
僧
加
♦
る
に.つ
れ
て
、
そ
れ
は
減
少
す
る
0
.
:
即
ちj

一
一
屯
上
層
は 

雇
傭
労
働
力
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
資
本
制
生
産
を
行
ぅ
層
で

.あ
：る
と
い
え
る 

.セ
あ
ろ
ぅ
。

 

. 

.

.
セ
シ
サ
ス
に
よ
る
漁
業
従
事
者
構
成
か
ら
み

.て
'個
人
释
営
体
中
無
動
力
船
及 

♦ひ
動
力I 
ニ
屯
未
満
層
、
，
§

養
殖
§

体
は
家
族
労
作
的
®

®

で
あ
る
と
い 

え
：；

H

A
こ
れ
を
一
括
し
ヤ
漁
家
と
規
定
す
み
な
ら
ぱ
、
：

日
本
囊

で

は
現
在 

.で
も
漁
家.卞
い
わ
れ
る
家
族
労
働
力
に
よ
る

零
.
^
®
®

体

が

城

体

れ

八

五 

※
を
古
め
一
て
：い
る
の
で
あ
る
。

，
.

-

か
か
る
零
細
營
体
は
セ
ン
サ
ス
の
疆
高
に
よ
れ
ば
総
金
額
の
わ
ず
か
一 

<
%を
生
産
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、

，<

一
：
一
％.が
他
の
経̂

I
生
要
な
の
は

.資
本
主
義
的
経
営
货
で
あ
る
が
'
—
に
よ
'
-つ'て
生
産
さ
れ
て
い
る
の
で

.

譯 

. 

.

.

. 

.

.

I

ひ
あ
る
。
そ
れ
故
漁
業
生
産
跟
旧
に
お
い
て
は
資
本
主
義
的

f

の
生
産 

f 
一‘？̂

:物
が
市
場
価
値
を
決
定
し
て
い
る
も
め
と
い
え
よ
ぅ
。
従
-ゥ
て
価
値
法 

第

セ
.則
の
貫
く®
り
、
：
家
族
を
働
ガ
に
基
く
零
翼
営
は
分
解
す
る

0
に
も
.

W
.
狗
ら
ず
、
現
在
で
もM

営
体
の
八
五
％
を
零̂

1
^
1

は
占
め
て
い
る 

け
!\

の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
内
実
ほ
無
動
力
船
層
に
お
い
て
は
分
解
の
寸 

偶
則
前
に
あ
る
の
で
；あ
る
。
；
，

一
 

第1
二
次
：セ
ン
サ
ス
に
ょ
れ
ば
、

：

漁
家
の
平
均
の
漁
業
粗
収
入
は

1

戸 

1

-バ. 

'
あ
た
り
無
動
力
船
層
で
は
七
万
円
、
動
ガ
船
三
屯
未
満
-で
は

 
一
一0
方
円
、 

II;

養
殖
漁
家
で
は

1
四
方
円
で
あ
る
。.漁
瘦
金
額
別
，に
漁
家
の
各
層
に
就 

い
て
み
る
な
ら
ぱ
無
動
力
船
で
は
五
七
％
ま
で
が
五
万
円
；̂

下
の
金
額

を
あ
げ
.て
い
る
に.過
き
ず
、
©
力
船
一 

屯
未
満
で
は
一

一

三
％
、

一
 

I三
屯
闇
で 

<
1

四
％
が
五
万
円
，以
下
で
あ
る
。>

0

 

方
円
以-4

の
漁
纏
金
額
を
あ
げ
て
い
る 

の
は
、
無
動
力
船
層
で
ニ
0
%
、

一
 
屯
' 

字
滅
層
で
五
三
％
、

:1

1
三
屯
層
で
六 

九
％
で
あ
る
。
昭
和
ニ
九
年
度
の

r

漁 

家
経
済
調
査
報
告

J

に
よ
れ
ば
無
動
力 

船
漁
家
ニ
尸
平
均
、
漁
業
収
入
が

 
一
ニ
ー
，
 

万
ス
千
円
、
漁
業
支
出
が

a

万
六
千
円
.、 

家
計
費
•
租
税
八
ム
課
譜
食
担
が

 
一
ニ
一
万
：
 

四
千
円
で
あ
？
て
、
こ
の
不
足
を
漁
業 

外
所
得——

特
に
労
賃I

に
よ
ゥ
て 

埋
め
な
が
ら
も
な
お
六
千
四
百
円
の
赤 

字
が
示
さ
れ
て
い
る。' 即
ち
、
無
動
力 

船
漁
家
で
は
第
二
次
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ

.

. 

ぱ.10,

方
円
以
.上
の
漁
業
収
入
の
，あ
る 

も
の
は
こ

0
%

で
あ
り
.、
そ
の
漁
家
で 

も
兼
業
に
依
存
し
な
け
れ
ば
漁
家
経
済 

の
再
生
産
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
推 

.測
さ

.

か
る
.
0 

.

.

.

そ
じ
て
ま
た.

T

漁
家
経
済. 

調
査
報
告

i

に
-
4れ
ぱ
動
ガ
三
也
未
満

沿
岸
漁
業
の
構
造

三一
a

ニ一

五)



第 六 表 操 藥 日 数 別 漁 家 数 （％)

数 1〜4 9 日 50〜 9 9日

総 数
%

100,0
%

21.0
%

28.8
%

21.5
%

16.4
: %  

12.3
無 動 力 100.0 25.9 33.5 .21.3 12.2 7.1
動 力 〜 1 屯 100.0 7,1 19.1 22,9 25.5 25.4
動 . 力 1〜3 itL m o 6.8 18.9 23.6 27.1 23.6
浅 海 養 殖 100.0 4も6 33.2 14.1 5,2 2.9

100 '

149日
150 '

199日 200 日‘

第二次漁業センサ

二
三
.〈

ニ
ニ
六)

,
例
ぇ
ば
動
力
船
に
お
い
て
は
荒
天
時 

に
も
出
漁
可
能
と
：

か
り
、
操
業
範
囲 

は
拡
大
さ
れ
、
：従
ゥ
て
労
働
対
象
と 

し
て
の
魚
類
が
豊
富
と
な
り
操 

数
も
増
大
す
る
等
。
操
業
日
数
は
漁 

船
が
動
力
化
.
大
型
化
さ
れ
れ
ぱ
さ 

れ
る
，ほ
ど
増
加
し
ぅ
る
可
能
性
を
も 

つ
も
の
で
あ
る
。
，同

！

の
労
働
対
象
，
 

に
働
き
か
け
る
と
き
、
無
動
力
船
と 

動
力
船
で
は
例
ぇ
、
直
接
的
漁
撒
按 

術
は
同j

で
あ
ゥ
た
と
し
て
も
、！
そ 

の
差
に
ょ
る
と
こ
ろ
の
操
業
日
数
の 

差
、
豊
度
の
高
い
.漁
場
で
の
操
業
の 

可
能
性
の
差
か
ら
、
無
動
力
餅
層
で 

ほ
、
動
力
船
階
層
の
生
産
物
の

「

個 

別
的
価
値

」

が「

市
場
価
値

」

を
規 

定
す
る
な
ら
ば
漁
業
の
み
で
は
家
族 

労
働
力
を
再
生
産
し
え
な
.い
こ
と
に 

な
る
の
で
あ
る
。
操
業
日
凝
は
労
働 

手
段
の
優
劣
に
ょ
っ
て
基
本
的
に
は 

規
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
年
間
の 

労
働
日
数
が
低
位
で
あ
る
の
は
自
然

，
層
で
は
、1

戸
平
均
漁
業
収
入
五
六
万
五
千
円
と
な

‘

C
-

て
お
り
、
.

そ
れ
で
も
一 

万
七
千
円
の
赤
字
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
セ
ン
サ
ス
に
お
いて
三
屯
未
荷
層
で 

五0

万
円
上
の
収
入
を
あ
げ
て
か
る
も
の
は

J

 

o

%に
V
満
た
な
い
。
従
っ 

ナ

r

ほ
家
経
済
調
查
報；̂ ロ」

め
数
字
に
ょ
っ
て
漁
家
を
み
る
と
.き
に
は
、
.漁
業 

収
八
の
み
で
再
生
産
が
可
能
で
t

も
の
は 
一0

%

に
も
満
た
な
い
こ
と
に
な 

る
の
で
あ
る0
.

‘
漁
業
収
入
の
み
で
生
活
を
維
持
し
え
な
い
こ
と
は
、
兼
業
へ
の
強
い
依

奮

，
 

向
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
◊
無
動
力
船
層
で
ほ
專
業
は
八
.
六
％
、

一

 
屯
未
満
，
 

層
で
ニ
0

. 

<
%
、

r
l三
屯
層
で
ニ
ニ
ー
％
、
，浅
海
養
殖
で

j 

ニ
.
五
％
で
あ 

,

る
。
即
ち
漁
家
は
専
業
率
が
甚
だ
辟
い

•の
が
特
徵
で
あ
る
。
特
に
無
動
力
船 

層
、
及
び
養
殖
漁
家
で
は
、
兼
業
収
入
が
生
活
維
持
の
主
要
な
基
礎
と
な
っ
て 

い
る
と
こ
ろ
の
第

一

ー
播
兼
業
漁
家
が
五0
%
.以
上
を
古
め
て
い
る
。
動
力
船
漁 

家
と
な
る
と
第

H

播
兼
業
激
家
の
割
合
は
無
動
力
船
層
の
二
分
の

一
以
下
、
約 

一10
%

と
な
る
。
さ
ら
に
三
屯
；̂

上
層
で
は
専
業
漁
家
割
合
は
動
力

三
屯
以
下 

層
と
大
差
は
な
い
が
第
一
一
種
兼
業
割
合
は
著
し
く
減
少
し
ヤ
く
る
。

即
ち
無
動
力
船
層
と
三
屯
未
満
動
力
船
層
と
で
は
同

I

の
家
族
労
働
力
に
基

: 

く
漁
家
範
鳴
に
属
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
間
に
大
き
な
階
層
的
な
差
が

み
ら
れ 

る
れ
で
あ
っ
て
無
動
力
船
層
は
大
半
が
漁
業
か
ら
離
脱
し
つ
つ
あ
る
漁
家
と
な 

ゥ
て
い
る
。
第
二
次
セ
ン
サ
ス
の
操
業
日
数
別
，漁

家

数

(

割
合)

に
ょ
れ
ば
無 

励
力
船
層
で
は
年
間
 
一
0
0
.日
未
滿
し
か
操
業
し
な
い
も
の
が
約
六

0
%

に
对 

し
、
.
動
力
三
屯
未
満
層
で
は
約

ニ
五
％
で
あ
る0
動
力
船
を
経
営
する
か
無
動 

力
船
を
経
営
す
る
か
に
よ
っ
て
、
自
然
条
件
の
克
服
に
大
き
な
差
を

も
た
ら
す
。

II
$

I

条
件
の
み
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
漁
業
に

： 

あ
つ
て
は
農
業
と
異
な
り
、
生
産
時
間

AJ

缴
働
時
間
の
差
に
よ
る
と
こ
ろ
の
労 

働
力
の
避
離
は
、
漁
業
が
労
働
对
象
の
：育
成
を
行
わ
ぬ
か
ぎ
り
、
存
在
し
な
い 

の
で
，も
る
。
漁
翁
に
お
い
て
は
自
然
的
な
生
物

☆
労
働
対
象
と
す
る
限
り
、
：
農 

業
の
よ
ぅ
な
生
産
時
間
と
労
働
時
間
の
差
は
生
ぜ
ず
、
た
だ
自
然
的
な
労
働
対 

象
の
条
件
、
及
び.そ
の
条
件
を
基
礎
と
す
る
社
会
的
制
暇

==

漁
期
制
限
等
が
存 

在
す
る
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
に
、

.：.生
産
の
季
節
性
の
可
能
他
お
潜
ま
せ
る
の
で

， 

あ
る
。.，そ
れ
ぱ
生
産
の
季
節
性
の
自
然
的
某
礎
で
は
あ
る
が
、
ゾ

t

時
期
：に
す
ベ
：
 

て
の
労
働
对
參
へ
の
働
き
か
け
が
制
限
さ
れ

る
，の
で
は
な
ズ
或
る
魚
種
に
限
る 

も
の
で
あ
る
か
ら
て
そ
の
時
期
に
制
眼
の
無
い
翁
種
を
弊
働
対
象
ど
ホ
る
限
り 

生
産
季
節
性
は
克
服
し
ぅ
る
の
で
あ
石
。
し
；か
し
せ
生
産
の

.季
節
性
：を
克
服 

.し
得
る
め
は
：資
本
：の
力
で
あ
り
資
本
力
の
：

も
の
は
そ
の
制
服
を
被
る
こ

AJ 

と
な
る
の
で
あ
る

。

- 

.

> 

i
力
i

層
と
小
型
動
力®

層
の
差
は
操

i

日
数
；に1

に
：

i

れ
れ
る 

が
、
；
操
業
日
数
の
差
は
営
む
漁
業
の
形
態
的
差
を
通
じ
て
お
ら
わ
れ
る
の
：で
あ 

る
。.

船
階
層
で
は
主
と
し
て
営
む
漁
業
は
、
釣
延
繩
五
四
，
ゼ
％
、
採 

貝
藻
三一

r
七
％
、
叙

網10

•九
％
、
そ
の
他

j r.

六

を

に

対

レ

、
ホ
型
動 

力
船
層
で
は
韵
砸
繩
ボ
四
九
.：三
％
、
採
貝
藻
は
七•九
％
と
な
り
、
小
割
底
良 

が
.
.

1
n

 

•九
％
、
：，刺
網
は

1
0

 

• 

s
%
、
そ
の
他r

九

：
六
％:で
お
る
。
無
動
，
 

力
船
層
に
比
：し
、
核
貝
：

^

德
藥
を
主
；と
す
る
漁
家
の
ほ
め
る
割
合
は
籠
に
低

.
h 

く

、.釣
延
擺
を
主
体
と
し
、
小
型
底
曳
漁
業
を
配
す
る
構
成
が
と
ら
れ
：て
い
る
。 

無
動
力
船
層
で
は
そ
の.生
唐
物
の
う
ち.
@
1
;
ー％
が

囊

、.貝

囊

旧

，九

％
>

そ

，
沿
岸
漁
業
の
構
造
：

の
他
水
産
動
物
が
八
％
で
貝
藻
類
の
占
め
る
比
重
が
高
い
。
，小
型
動
力
®

層 

で
は
そ
れ
が
、
：
魚
類
五
五
％
、

.そ
の
他
水
産
動
物

1
九
％
、
：
凤
藻
類
は
ニ
六
％ 

と
な
つ
て
い
る
。
 

.

:§

あ
無
動
力
船
階
層
に
お
い
て
は
、
動
力
船
階
層
と
競
合
し
な
が
ら
も
な
お 

生
産
に
ょ
ゥ
て'
,
:厢
価
部
分
を
確
保
し
ぅ
る
魚
種

.漁
法
は
採
凤
採
藻
、 

根
忖
魚
を
対
象
と
す
る.

I

本
釣 

> 延
繩
等
め
如
く
限
ら
れ
て
き
て
お
り
、
こ
の 

為
に
生
産
の.季
i

を
一
；層
栽
く
被
り
、
操
業
日
数
も
低
く
な
ら
ざ
る
を
得
な 

い
の
で
も
る
タ
そ
し
て
小
型
動
力
船
階
層
に
お
い
て
も
大
型
動
力
船
層
と
の
競 

合
に
お
い
て
、
：
：ま
た
务
弱
な
位
置

.に
お
か
れ
て
い
る
の
や
あ
る
？
，

，.低
収
入
：、
.低
操
業
日
数
は
兼
業
へ
の
依
存
を
深
め
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ 

た
が
次
に
そ
め
兼
業
：の
業
樓
を
見
る
ど
第

1

に
.自
営
兼
業
の
み
の
も
の
が
無
動
.

一，九
、動力船漁家で約ニ

1

ま
殖
服
家
で
五154

%
:

で
あ
をP
:

第一.一:

に
貢
労 

働
兼
業
：に
従
事
し
て
い
る
漁
家
は
無
動
力
言
六

0%
、
動
力
船
層
四
五
.％、
 

養
値
漁
家
三
ニ
％
や
お
る
。
第
三
に
！
^

船
層
で
：は
ほ
ぽ
三
o

%
が
賃
労
働 

収
入
を
家
族
労
働
力
維
持
の
為
の
主
要
な
基
礎
と
し
て
お
.り
 

動
力
漁
船
層
で 

.は
約 一

：.0
%

が
そ
れ
に
i

し
養
殖
漁
家
で
：は七％
で
あ
る
。
：

.

，.
.，'自
営
兼
業
収
入
に
警
ヤ
る
漁
家
は

f

動
力
i

で
は
ぽ11

五

動

力

船
 

層
で4 0

%

か
ら一

五
％
、
養i

家
でS

五
％
と
推
測
さ
れ
る
。
漁
家
め
営 

一
む
こ
：办
自
営
兼
業
め
ト
ち
最
ね
主
要
な
も
の
は
農
業
で
あ
る
。
：自
営
兼
業
を
営 

む
漁
家
は
無
動
層
で
七
六
％
、動
ガ
船
層

2
ハ
0

%、
養
殖
漁
家
で
七
八
％ 

の
高
率
に
上
一
デ
て
い
：る
◊
•そ
レ
て
漁
家
の
み
ち
、
暮
業
を
行
ぅ
も
の
が
無
勢 

船
層
七
一
％
、：：
'她
カ

船

膚

七

％
、§

漁
家
ゼ
ぜ
％
で
お
る
か
ら
^
1
1
1
|

業

三
三
：
S
 ニ
セ)

.

.



夢モ表自営靡業兼業個人蘇営世帯数

レ-----------------一

総 数

■

，- ) い 営 兼 夢 \ あ 行 う も の

総 数 農 業 #  m
鉱 業
建設業 製造寒卸 ，ル

売:.業
サ一.ビ 
ス 業

その他

漁 ^ 213,802 154,721 137,436 J , 5 8 3 - 1,239 5,757 5,616 2,023 1,067
個人企業体 21,959 X4.259 11,386 48 81 1,536 782 189 237
漁 家 ％ 100.0 ： 88.8 1.0 6.8 3.8 3.6 1,3 0.7
個人企業体％ 100.0 79.9 0.3 、 0.6 ‘ 10,8 5.5 1.3 ' 16

S p X

m

サ第二次:漁業

.
を
行
を
漁
家
で
農
業
を
行
わ
な
.い
.も
の 

は
三
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
農
業
は
無 

:

ン
動
カ
船
層
ゃ
ほ
農
秦

i

第

暮

百
 

.
%がニ處未腐めで

.
め
、
#

:

，船

層

で

ル

六
1ー！

ま
ま
で
：̂そ

れ

货

お

.ク 

.
て
犬
®

零

で

か

K?

に

化

. 

い
。
じ
.か
し
露
業

i

業
ル
®
 11̂

細fz 

で

ぁ

ぇ

も

主

要

生

活

維

持

供

給 

ブ
す
を
点
で
漁
家
か
：再
生
産
セ
重
要
な
役 

.割
を
果
し
て
い
る
。
若
し
農
第
に
よ
っ 

て
年
輝
の
食
糧
の
大
银
が
：生
蜜
さ
れ 

:

る
な
ら
ほ
、.漁
業
収
入
が
#

い
時
で
も
、

パ
生
産
手
段
を
補
填
し
て
.な
お
剩
金
が
あ 

る
限
り
は
漁
業
に
従
事
す
め
、で
あ 

る
。
.
漁
業
に
お
け
る
零
細
經
営
を
維
持 

す
るI

つ
の
条
件
は
鼻
業
で
あ
る
と
い 

え
よ
ぅ
9
農
業
と
漁
！
！̂ど
の
両
者
に
よ 

ゥ
て
も
生
活
：を
維
持
し
え
ぬ
時
に
は
賃 

労
働
に
従
事
す
る
。Iし
か
し
農
業
兼
業 

で
あ
る
な
ら
ば
婦
女
労
働
力
が
主
幹 

'的
労
働
力
と
し
て
そ
れ
を
担
当
し
ぅ
る 

故
に
男
子
労
働
力
は
漁
業
に
従
事
し
う

:

を
が
、
M
業
兼
業
.の
無
い
.時

は

、
，
嫩
女

1̂
:

よ
り
男
子
め
支
柱
的
労
働
力
が
賃 

労
働
に
従
事
す
る

よ

を
に
がひ
？

脱
漁
民
化
が
倉
速
進
行
す
る

の

で

あ

る

，
0.

.

.農
業
兼
|
^
^
^
^
の
ナ
ち
被
傭
お5
お̂
め
；と
跋
傭
な
：
わ̂
め
；ど
り.潘
當=1̂

池
別

:霞

数

：を
み
る
と
：
；：；

|黑

廣

動

カ

鎭

層

ポ

生1
:
!
反
朱
満
が
六0
;
.
.
^
|

〈

^

ニ

ポ
.、
後
者
で
は
四
五*
.六
％
で
あ
か
。#
に
養
殖
漁
家
は*
業
と
の
.結
合
が 

弹
ぺ
従
；
ツ

.て

賞
労
働
に
：

. 従
！！
；

す

る

漁

家

の

割

合

は

瓶

い

。

V

養

喷

漁

家

で

は

I:

二

反

. 

.未
満
の
漁
家
は
農
業
兼P漁
家
め
.

ri

四
％
で
あ
り
、

：.

ま
た
被
傭
の
無
い
漁
家
で 

ほ
ニ一

反
未
満
は
；

1: 九
-:*1

を
ゥ
被
傭
あ
る
漁
家
で
は
ニ
®
.
,

七
％
と
な
：
ゥ
：て
い

:

る

.0

し
‘
：

■ 

' 

.
r

 

-
:

ぺ

ふ

‘

.

.

.

，ン
零
i

業
と
の
結
合
は
零
細
掘
家
を
零
細
漁
家
と
.し
て
維
特
す
る
条
件
で
あ 

.る
’。
ま
た
.零
細
漁
家：̂
.
零
細
性
の
放
に
：操
業
日
数
も
少
な
く
、
従
ゥ
て
漁
業
に
従 

事
し
な
い
間
の
労
働
力
：は
賃
敛
働

'に
従
事
せ
ざ
る
を
得
な
い
0
.を
し
て
こ
れ.こ. 

よ
っ
て
ま
た
靈
し
つ
.つ
も
零
i

営
が
残
存
す
る
こと
に
な
る

の
で
お
る
。 

.
し
か
し
無
動
力
船
漁
家
に
お
い
て
は
ま
す
ま
す
零
細
^
^
め
た
め
に
対
象
と 

:

す
る
魚
®
も
制
限
さ
れ
、
；
ま
，た
低
：い
生
産
性
の
故
に

「

費
用
価
格

J
:

は
お
ろ
か 

不
変
資
本
部
分

d:.

の
i

も
不
可
能
に
な
？
て
漁
業
1

か
ら
脱
落
す
る
顧 

尚
が
雖
ま/ゥ
て
い
る
。
昭
和
二
：ニ

年

I

漁

熊

調

査

：

J:

に
よ
れ
ば
、
，昭
和
ニ 

九
年
セ
ン
サ
ス
の
眷
保
よ
り
約

i

万
；

UT

モ
醫
体
が
減
少
し
、
そ
の
約

<

割 

が
無
動
力
船
漁
家
で
あ
る
。
無
動
力
路
漁
家
は
昭
和
ニ
九
年
に
比
し
約
一
割
減 

少
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
反
し
、
動
力
船
漁
家
，
蹇
殖
漁
家
は
昭
和
一

I

九 

年
に
比
し
増
加
し
て
，い
る
。
動
力
§

家
の
増
加
は
無
動
力
船
漁
家
か
ら
上
向 

し
た
も
の
：、
，
' 

一一？廣
上
層
か
ら
下
向
し
た
も
の
、
及
び
新
設
さ
れ
た
も
の
の
計

が
、
こ
の
層
か
ら
脱.微
化
し
た
者
及
び
上
向.，下
向
し
た
も
め
の
計
を
凌
駕
し
，
 

て
い
る
結
果
に
ほ..か
な
ら
な
い
。.養
殖
漁
家
は
新
.た
に
養
殖
業
を
始
め
る
者
に 

ょ

.つ
て
増
加
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

 

.

k

;•
 
■
 

■' 

.

.

.

.

.

.

.

:

:
....

ン
上
述
べ
て
き
た
如
く
、，3
日
本
激
業
に
ぉ
い
て
：
5̂
現
在
で
も
多
数
の
家
族 

:

労
作
的
®a

が
存
在
し
て
い
る
。

g

と
の
零
細
漁
家
は
漁
業
収
入
は
低
く
、

.
 

操
業
日
数
は
少
な
く
、
，海
藥
專
業
漁
家
は
全
漁
家
数
の

1

三
’，
ニ
 
％
に
過
ぎ
ず
、
 

兼
業
に
依
存
し
な
が
ら
家
族
労
働
力
を
維
持
す
る
と
い

ラ

r

不

透

明

分

解

」

，
を 

.と
げ
.ズ
い
る
.
o
 

f
漁
家
層
の「

不
透
明
分
解」

の
中
で
、
無
動
力
船
漁
家
の
没 

'落
、.動
力
漁
家
及
び
養
航
漁
家
の
増
加
が
進
行
し
て
い
；る
。

..，

'以
上
の
#
を
確
認
ム
た
上.で
第1

の
見
解
の
検
射
に
移
ろ
ぅ
。
第

1

の
見
解
：
 

は
漁
民
層
の
不
透
明
分
解
の
根
拠
.を
資
本
制
漁
業
銜̂
か
於i

性
に
求
め
て
い 

る
。.
.，-
か̂
-
^
な
が
ら
漁
家
の
主
と
し
て
営
む
漁
業
及
び
そ
の
生
す
る
魚
揮
ょ 

:

り
み
る
な
ら
ば
、
第I
f
e漁
家
は
資
本i

業
が
ま
酷
し
て
い
な
い
漁
業
を
主 

;と
.し
て
営
ん
や
い
る
。
漁
業
生
産
部
B
は
水
ル
，の
動
植
物
を
労
働
対
象
と
す
る 

と
と
に
お
い
て

r

生
産
部
門
と
し
，て

j

括
.さ
れ
な
が
ら
も
実
は
：同
一
：生
産
部
門 

:

間
に
揮

.々：の
漁
業
が
存
在
し
て
い
ぶ
の
.で
あ
る
.デ

そ

レ

て

資

業

はI
 

生

産

溝
®
す
べ
て6

適
業
を
ま
配'し
て
.い
る
の
で
は
な
い
O
b
.かP

漁
業
生
. 

産

龍

は1
:

生
産
博
ど
し
て
、
：そ
，

®
生
産
物
の
形
態
、：
.魚
揮
に
：相
違
が
あ

>0 

:

と4

て
も
各
々
の
激
業
め
生
産
物
は
®

性
を
も
マ
て
い
るf
従
：つ
て
漁
業
生
；
 

.産
部SZ

に
；お
け
る#
数
の
漁
業
に
資
本
制
生
産
が
成
：！

す̂
る
と
非
資
本
主
義
的
：

.
，
沿

岸

漁

業

の

梆

遗‘

生
産
の
生
産
物
の
価
値
に
影
響
を
与
え
る
め
で
あ
る
。
：
し
か
し
そ
の
彭
響
は
使 

.

用
価
値
に
，差
が
あ
り
ま
性
が
，あ
ま
り
強
く
な
い
と
き
に
は
、
資
本
制
生
産
物 

の
個
別
的
価
値
と
非
資
本
制
生
産
物
の

「

個
別
的
価
値

」

の
総
和
の
平
均
と
し.
 

て
の
市
場
価
値
を
成
立
せ
し
め
'る
も
の
で
は
な
く
、
非
資
本
主
義
的
生
産
彻
は 

平
均
化
に
全
面
的
に
参
加
す
5」

と
な
く
、
そ
の
生
産
が
社
会
的
に
必
要
な
労 

働
のn

部
で
あ
るf

そ
の
独
自
性
を
主
張
す
る
の
.で
あ
る
。

':

資
本
制
生
産
が
多
数€漁̂
業
を
支
配
す
れ
ぱ
す
る
ほ
ど
、
非
資
本
制
生
産
の 

範
囲
は
狭
め
ら
れ
、
独
自
性
も
弱
ま
？
て
ゆ
く
が
漁
家
が
な
お
：存
在
し
て

-い
る
，
 

01

め
理
曲
は
全
漁
寒
に
資
本
制
生
産
が
確
立
し
て

い
な
い
こ
と
に
あ
る
と
い 

ぇ
ょ
ぅ
。
浅
海
養
殖
漁
家
め
増
加
、
採
貝
.

漁
家
の
存
在
は
そ
れ
を
明
瞭
に 

示
す
も
の
で
あ
る。
‘

.

第
二
に
資
本
制
漁
業
；

^
ハ
i

、
ト
ロ
-
ル
、
.以
西
底
び
ぎ
網
漁
業
等
で
は
完 

全
に
確
立
し
て
：

i.

る
が
、
.カ
ツ
す1 :

本g
、
t:

グ
ロ
延
繩
、
：.イ
ヮ
シ
あ
ぐ
り
巾 

着
網
等
で
は
無
動
力
厥
、
動
力
，三
：屯
未
満
の
漁
家
の
操
業
が
若
干
み
ら
れ
、
：
そ 

し
セ
ア
ジ
、
ザ
バ

1

本
釣
、
.イ
カ
：

I

本
I

業
で
は
I

主
義
的
生
産
と
な
ら 

ん
で
多
数
め
漁
家
：に
ょ
る
.生
産
が
行
わ
れ
て
：い
る
。
パ
即
ち
網
漁
業
に
お
い
て
ほ 

刺
網
、
小
型
機
船
底
び
き
> 
あ
の
他
の
底
び
き
、
船
び
き
f

型
定
置
を
除
げ 

ぱ
漁
家
生
産
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
、か
釣
、
延
繩
漁
業
：に
お
い
て
は
、
，ア 

ジ
、.
.

サ
バ
、
.イ
カ.1 :

本
約
に
み
ら
れ
る
如
く
資
本
制
生
産
が
成
立
し
て
い
な
が 

ら
も
漁
家
生
産
を
許
し
て
い
る
'。
こ
の
こ
と
は
、
：か
.か
る
.

1

一
本
約i

の
商
品 

.の
市
場
調
整
的-
生̂
霜
が
な
お
漁
家
生
座
を
！

i
t

さ
せ
る
価
格
に
即
ち 

r

費
用
1

」

に
.も
を
£
と
を
意
味
す
る
。
，
即
ち
第

f:

の
見
解
は
か
か
る

i

本
釣

 ̂

三

五
b

m
九)



，
漁
寒
に
は
妥
当
す
る
と
も
い
え
る
-の
で
あ
る
が
、

.1

本
釣
漁
業
に
お
い
て
直
接 

的

i
掛
露
が
資
本
制
生
産
と
激
家
生
産
に
'お
い
て
同j

形
態
を
と
ゥ
て
い 

-

る
に
せ
ょ
、
：1
の
大
き
さ
の1
、
'操
業
範
囲
の
；相
違
か
ら
操
第

日

数

は

大
，
 

き
な
差
を
.生
み
、
し
か
畫
隔
の

m

然
的
豊
度
め
，高
い
漁
場
で
の
操
業
が
大
型 

船
：で
は
可
能
で
あ
る
こ-か̂
ら
生
産
物
の
個
別
的
趣
に
：も
大
な
墓
が
生
へ 

じ
て
く
る
：の.で
あ
る
ャ
纖
ゥ

：
て
漁
家
：は

1;

本
i
業
に
和
い
て
も
資
本

i

生
摩
，
 

ぶ
支
配
的
に
な
：る
に
つ
れ
て
分
挪
ざ
.み
て
ゆ
く
。
. 

jV

の
：电
に
お
い
て
な
お
、
卞 

続
し
得
るの
：

は
i
の
燥
業
可
能
範
囲
に
.非
常
に
す
ぐ
れ
た
漁
場
が

あ

る

：

と
い 

ぅ

豊

度
と
位
置
：に
恵
あ

：
？
^

た
条
件
の
：も
と
に
も
る
こ
と
に

食

ぅ

と
、.

J

ろ
が
大
で

.
第
二
®

、
資
霸
生
産
が
支
配
し
て
い
る
漁
業
に

4^
い
て
も
そ
の
，
生
産
物
が 

全
®
!

の
市
楊
に
.入
ヴ
込
ん
で
い-る
め
で
は
な
い0
.大
都
市
、
，地
方
：
^
都
市
の
市
：

.場
で
は
資
本—

品
の
M

が
M

を
勉
定
じ
て
い
て
も
、
"お
の
商
品
が
八
り- 

込
め
な
い
で
い
る
地
方
的
小
市
繁
あ

> 
て
、
、
あ
と
に
漁
家
生

M

脱
が
実
現 

:

れ
る
可
能
性
が
残
：ゥ

V

い
る
の
で
あ
る0:
資
本
側
生
産
物
が
遠
い
ク
あ
®
の
不
'
 

便
な
地
方
小
市
場
で
腹
売
さ
れ
る
と
き
に
：、
：：生
直
物
の
鮮
度
；
維
持
す
：る

！
^

gpv. 

が
累
み
、
そ
の
；為
に>:そ
の
道
附
近
ヤ
生
産
さ
れ
た
匿
商
品
で
わ
；̂

の
侧 

格
は
、
費
用
価
格
に
み
あ
ぅ
場
合
も
生

*す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
漁
業
生
塵
物
は
：
 

使
用
価
値
を
維
持
す
る
ぜ
度
，に
ょ
っ
て
商
品
の
：空
間
的
流
通
部
面
ぼ
制
暇
さ
れ
.
一
 

で
お
り
、

そ
の
制
限
を
乗
り
超
え
る
為
に
は
、
即
ち

.
度
を
維
持
す
.る
為
に 

は
保
管
費
用
が
増
加
す
る
。

-コ
商
品
が
滅
び
や
す
く
、じ
た
か
：ゥ
て
：

後
す 

ぐ
に
消
費

I

し
た
が
ゥ
て
ま
た
腹
売
一
さ
れ
ね
ぱ

な
ら
ぬ
：は
ど
、
.
そ
れ
だ

ゾ 

；
.

三
：六v(

l
l

三0
)

け
、
そ
の
商
品
は
；生
産
場
所
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
が
ヤ
き
な
く
な
り
、

レ

}y .

か 

ゥ
て
そ
の
空
間
的
流
通
部
風
が
狭
く
な

.り
、
そ
の
販
売
市
場
が
地
方
的
な
も
の 

と
な
る
。
だ
か
ら
、
：
商
品
が
減
び
や
す
く
、
そ
め
自
然
的
性
状
に
よ
り
商
品
と
：
 

し
て
'の
流
逼
阵
間
の
絶
缴
的
制
暇
が
大
き
け
れ
ぱ
'、

.

.そ
れ
だ
け
"
そ
の
商
品
は 

資
韻
的
生
産
の
对
象
に
：適
し
な
い
？
か
か
る
商
品
は
人

n

親
密
な
場
所
で
の

： 

み
、
ま
た
は
達
翰
手
段
の
発
達
に
よ
；ゥ
て
地
方
的
蹈
離
が
短
縮
さ
れ
る

に

つ
れ 

て
の
み
、
資-
^
4
^
生
産
に
属
し
ぅ
る。

」
(Das Ka-Dital. M,E-L, Insti- 

tut Bd. II S. 120,

邦
訳
青
木
文
庫
恭
一
一
六
：六
；真
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V 

.腺
売
市
揚
と
生
産
他
と
の
関
係
か
ら
漁
！

f

に
：お
.い

て

は

零

震

営

が

残

す 

.る
棍
挪
が
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
交
通
網
が
発
達
し
、

.

.

.
冷
凍
一•冷
蔵
設
備
が
盤- 

え
.ら

れ

て
き

て

 
い
る
と
は
い
、そ
と
れ
ら
は
位
置
の
差
を
消
減
さ
せ
,
も
の
で 

:

は
☆
も

；ま
た
鮮
度
を
充
分
維
持
し
得
を
も
の

.と
な
ゥ
て
：、
/な
い
。
こ
の
為
ほ 

,
.ほ
市
思
圏
も
鮮
魚
に.；
 ̂;

S:

て
は
定
ま.ゥ
て
く
る9 
,
,
}
か

、

j

市
擦
圏
で
生̂
^
| 

性
の
高
い’漁
法
が
採
用
さ
れ
た
と
き
に
は
、
市
場
圏
ほ
拡
大
さ
れ
従
：.ゥ
て
他
の 

.

市
ま
圏
；̂：縮
小
さ
れ
社
会
的
需
用
は
f
 

wま
市

場

國

に

ぉ

け

る

拱

置 

が
同
：

1 :

で

る

な

ぱ 

德

ほ
.低
下
す
る
。
こ
れ
を
遗
じ
て
従
来
！̂

鲁
 

で
も
生
産
が
行
わ
れ
る
条
件
が
あ
？
た

‘も
の
が
掘
り
崩
さ
：れ
、
分
解
が
進
行
し

レ
て
ゆ
く
。. 

- 

- 

V 

.

一

〜

• 

‘

上

述

の

く

、
零
^

®32

残
存
の
根
拠
を
、
資
本
制
生
産
が
未
だ
成
立
し 

て
い
な
：い
漁
業
め
存
在> §

資-14̂

生

産

が

：
成

立

し

；
て

い

る

靈

に

お

，
い

て
 

ぉ

S
術

的

基

礎..
の
：
渡

膨

性

」

：
と

位

置

と

豊

度
：：

よ

の

関

係

、
：

I助
'数
菜
生
産
物
の 

性
東
、.腹
売
市
場
と
.生
産
地
と
の
関
係
に
求
め
て
き.た
。
だ
が
、
資

蕭

生

産

が
未
支
配
の
：漁
業
が
残
ゥ
て
い
る
の
は
梭
1

件
に
基
く
も
の
で
あ
る
か
、，
漁 

.場
所
有
の
為
で
あ
を
か
、/ま
た
、
豊
度
の
差
が
：漁
家
存
続
の

iE

然

的

基

礎

.
と
し 

て
作
用
す
る
の
は
何'放
が
め
間
题
が
總
さ
れ
て
い
る
。
；：

J

れ
を
漁
場
‘所

有

の

側

. 

面
か
ら
次
に
檢
尉
し
よ
う？V 

V

■

シ
.四
、
.
、
'
-
,
" 

' 

一
.：，
：
ス
^

.激
業
制
度
.の前には、

.
家
族
労
働
力
.と
自113.

ひ
所
有
す
る，
'
^
 ̂

,

漁
具
. 

.で
生
産
を
行
う
漁
家
層
に
と
う
て
主
要
な
労
働
条
件
だ
る
地
先
水
面
漁
場
め
大
，
 

部
分
は
i

的
所
有
の
も
と
に
あ
っ
た
。
地
先
水
面
の
維
落
的
所
有
の
：法

：

,律
的
表
現
形
態
で
あ
る
専
用
漁
業
権
は
、
他

f

漁
民
の
、
そ
の
，水
城.で
め
操' 

業
を
排
除
す
る
と
共
に

r
.

こ
れ
は
沿
岸
漁
業
生
産
を

1

定
の
狭
い
水
域
に
.閉
じ 

籠
め
る
こ
と
と
な
り
、
移
動
.
.润
游
す
る
魚
類
を
労
働
対
象
：と
す
る
限
り
か
；か
ろ

. 

漁
場
の
分
割
的
所
有
は
漁
業
生
産
に
対
す
る
制
豹
で

4 ：$

る
と
い
わ
れ
て.き
た
。
，

-

か
か
る
漁
場
所
有
形
態
は

「

職
は
地
付
、
沖
は.入
会」

と
い
う
原
則
め
あ
が

' 

如
く
、
徳

留
I

下
の
村
に
よ
る
地
先
水
商
の
独
占
に
端
を
発
し
て

い
！：

を
。

地
先
水
面
の
独
占
と
は
村
の
地
続
き
水
域
の
独

％

で
あ
り
、.村
の
；
水
域
へ
の 

延
長
で
お
マ
た
。
こ
の
水
域
を
；

^

す
る
こ
と
は
.、
そ
め
水
域
に
お
け
る
動
植 

物
の
独
占
で
わ
る
。
特
に
.礎

の

震
'
-貝
類
ぱ
固
着
し
た
動
植
物
で
あ
り
、
：：
こ 

'れ
ら
を
労
働
対
象
と
す
る
m
業
生
産
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
が
生
育
す

.る
土
地
"
. 

地
先
水
面
が
主
要
な
生
産
务
件
で
あ
る
。
ま
た
永
底
の
土
地
の
状
藤
に
よ
ヴ
：い 

わ
ゆ
る
，f

, 

f魚
と
ヤ
わ
れ
る̂

れ̂
瘦
息
状
況
も
異
か
り
、
^

い
条
件 

の
下
で
は
そ
れ
ら
魚
類
が

i
i
s

に

寶

し

、i
た
、
洞
游
魚
に
あ
っ
て
：も
®
類

沿
岸
漁
業
の
構
.造.

が
豊
富
な
水
域
、
産
卵
に
適
し
お
水
域
に

：1
時
的
に
婿
集
す
る
の
で
あ
る
か
ら 

そ
：の
様
な
水
域
を
独
占
ホ
る
こ
と
は
、
労

f

,象
を
海
藻
：
貝
類
の
如
く
直
接 

，的
に
：；

す
る
と
と
に
は
さ
ぬ
と
し
て
も
、

I

生
産
の
為
の
有
利
な
自
然
的
基 

礎
と
な
：る
。
そ
れ
故
地
先
水
面
は
所
有
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
の 

票

霍

P
H
W
f

に
，を
‘；タ
て
有
利
な
条
件
と
な
り
得
る
の
は
、
地
先
水
面
を 

ボ
要
な
漁
場

ど
-? 

動
力
龍
用
段
階'に
お
'い
て
で
あ
る。
：
：
.

,:

何
故
な
ら
ぱ
無
動
力
船
の
.段
階
に
：あ
っ
て
は
魚
群
を

追
：：

マ
て
漁
場
か
ら
漁
場 

へ
と
移
動
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
ぢ
り

 

> 

.
従
'マ
て
魚
群
の
来
游
を
待
つ
漁
法
が

. 

主
た
る
i

で
あ
か
、.：；そ
れ
故
魚
群
が
非
常
に
多
数
来
游
す
る

.か
、
或
い
は
摸 

息
ザ
る
自
然
的
条
件
を
傭
え
：た
沿
岸
の
豊
度
の
高
い
漁
場
を
独
占
す
る
こ
と
は 

r
i

別
利
潤」

を
手
に
入
れ
る
自
然
的
基
礎
の
独
古
を
意
味
し
た

0
さ
て
こ
の 

漁
場
の
独
占
の
形
態
は
霄
敝
#

&を
基
調
と
す
る
も
の
で
；
あ

V

ゥ
.た
。

け
だ 

し
、、
漁
業
生
産
物
の.商
品
化
が
進
ん
で.き
て
も
i

生
産
者
は̂

半
漁
民
で. 

あ
り
、
彼
等
は
農
業
部
面
に
お
け
る
共
同
体
的
結
合
と
、
零

i

営
で
あ
る
故
に 

,漁
業
部
面
に
お
い
て
も
結
ふ
：

ハ̂
同
体
的
結
ぷ
と'ニ
重
：に
緒
合
し
て
部
落
を
形
成 

レ
て
；お
り
、
地
先
水
面
に
1

は
共
同
に
入
会
っ
て
漁
業
を
営
ん
：で
き
た
こ
と 

が

靈

的

独

と

し.て
発
現
し
た
も
の
に
か
な
ら
な
い
？
そ
し
て
漁
業
は
、
一
 

生
産
部£ ：

と
し
て
確
立
す
も
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

：

直
接
生
産
者
がi

半
漁 

民
で
.あ
る
こ
と
の
為
に
、
：：地
先
水
面
の
漁
場
.の
利
用
谓
係
は
土
地
所
有
か
ら
の 

ノ
揭
制
を
被.っ
て
い
教
の
で
あ
る
？
辕
業
部
面
に
お
け

^
<
?
魚
制
は
、.
.，漁
具
.漁
法
， 

.漁
期
及
び
漁
業
を
當
む
権
利
i

.の
歡
一
に
：み
ら
れ
る
。
.
.そ
し

て

、
：
'漁

場

の

共

同
利
用
権
は

K

会
山
利
用
権
等
と
同
じ
く
そ
わ
土
地
に
居
住
す
る
だ
げ
で
は
な

-
-
.
•
*

■.

:

.
 

.
 

三
七 X

I

一
三
一

)

，



く
、
：
共
同
体
的
な^
を
食
担
し
、V村
民
か
ら
よ
：
者

で

な

い

事認
ざ

れ

， 

て

初

；
め

て

得

ら

れ

る

権

利

で

ぁ

り

、
；

y

の

権

利

は

ン

奮

的

権

利

®

を

と

同
：

 

:

時
に
身
分
的
権
利
で
あ
り
、
：
そ
の
身
分
関
係
は

-H

地
所
有
を
基
礎
と
：す
る
もP
 

で
ネ
っ
た
の
で
あ
る
。-即
ちis}

度
の
；高i

漁
楊
が
1
地
先
.に
あ
る
と
し
て 

も
、
‘'そ
の
漁
場
は
霉
に
独
は
さ
れ
て
お
り
、
例
え>
 
,
そ
の
村
に
移
住
.

J

た
か 

ら
と
い
ジ
て
そ
の#
場
を
利
用
す
る
権
利
は
直
ち
に
は
得
ら
れ
る
も
の
で
t’な
‘.
 

か

ゥ

ん

特

に

こ

の

規

制

は
.採
見

漁

業

に

強

く

み

ら

れ

た

め

は

、
.
漁

場 

独
-̂
が
労
働
対
象
独
占
と
：

一

致
し
、
漁
場
所
有
が.、
：
労

働

手

段

所

有

よ

り

優

立

：
，： 

に
立
つ
-も
の
に
は
か
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。,

て
：‘：；.；：'  

.

一

無

動

力

船

使

用

期

に

お

け

る

漁

業

は

：
、

そ

の

生

産

力

の

低

さ

か

ら

漁

場

め

独

. 

占
が
経
済
®

M味
を
浪
游
性
魚
顏
生
産
に
お
い
て
も
も
ち
得
た

0

し
が
し
漁
盼 

の
頭
力
化
は
制
游
性
魚
類
に
つ
い
て

if

最
も
大
き
く
事
情
：を
2
さ
：
せ

ヒ

。
碑
 

来

は

、
：

一

水

域
.へ
の
魚
群
の
来
游
に
よ
っ
て
初.め
て
生
産
が
能
と
な
り‘た
.い

. 

わ
ぱ
消
極
的
な
漁
法
で
あ
っ
た
も
の
が
、
魚
群
を
追
跡
—

す
る
積
極
的
漁
法 

に
転
換
さ
せ
る
条
件
を
漁
船
め
動
力
化
及
び
漁
船
網
漁
業
の
発
展
は
形
成
し
た

.

‘の
で
あ
る
。
動
'
?
に̂
よ
る
漁
I
、
:無
動
力
船
段
階
に
形
成
さ.
^
i
.

的
漁
場
所
有
と
、
魚

群
追

跡

皿

す

る

点
で
、
ま
た
操
業
範
囲
を

披

大

す

る

点

で

 

矛

盾

す

る

様

に

な

る

.。

し
か
、し
、

漁
場
は
す
べ
て
独.
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は 

な

く

海
岸
か
ら一
里
程
度
の
水
械
が
独'
さ
れ
て
い
.た
に
.'通
ぎな
か
ゥ
た
の 

で
も
る
か
ら> 
動
力
化
に
よ
る
操
業
範
囲
の
披
大
は
：、：
独

点
漁
場
外
にお
い

て

, 

•可
能
で
あ.ゥ
た
。
そ
し
て
こ
：の
独
占
漁
場
外
の
漁
場
で
の
操
業
に
よ
っ
て
、'タ.  

岸
の
漁
勝
営
を
お
被
す
る
こ
と
な
く
し
て廣
本
制
漁
業
は
発
展
し
てつ
た

\

三
八
と
ニ

5

9
 

の
で
あ
る
。
無
論
れ破す
る
要
求
が
生
じ
て
は
き
た
が
.、
激
場
所
有
を
打
破
す 

る
こ
と
：か資
本
制
漁
の
絶
対
的
条
件
で
は
な
か
つ
た
。
即
ち
沿
岸
漁
場
、
 

が
独-10

さ
れ
て
い
る
こ
：と
は
一
部
を
除
い
て

資
本
制

漁

の

為

の

厳

い

胆

 

止
的

条

件

：と

し

て

働

く

も

め

，で
は
な

く
、
.；
後

述

す

る

如
く
零
細
漁第
を

維

持

す

 

::

る
条
件
と
し
て
作
用
し
た
の
：で
あ
る

。
，
.
：
，
.

'
明
治
漁
業
法
は
趣
先
水
面
の
S

に
よ
る
事
実
上
：の
独
占
と
一
部
漁
：

場

の

私 

.
有
を
.法
的
に
承
認
し
た
：。
し
が
し
明
治
漁
業
法
で
定
め
ら
れ
だ
地
先

水

面

の

部

 

落
に
よ
る
营
的
利
用
の
内
容
は
、

.そ
め
水
域
を
指
定
し
、：
漁

具

，
漁

法

.
時 

期
ぶ
法
律
的
に

{1̂:

め
ホ
：と
い
ぅ
も
の
で
あ
っ
た
。
従
ゥ
て
、

ハ 

て
も
漁
具.漁
法
が
変
化
す
る
と
と
も
に
専
用
漁

i
の

行

使

の

内

容

も

異

な

 

:
っ
て
夢
た
の
で'あ
'

る
，"
：

山
形
®

茂̂
町
の
例
：
S

:場
調
整
予
備
調
查
報

告

 

.(

I) 」〕

ネ
と
っ
て
み
れ
ば

：
：'

::1
、

：
i
洽

蜀

年

四

月
"
免

許

さ

れ

た

漁

業

は

維

、
一

i

網
と
鯽
刺
網
の 

ほ
.か
十
種
た
ら
ず
の
採
貝
：藻
漁
寒
の
み
で
そ
の
漁
場
区
域
も
満
潮
線
か
ら
沖
出 

し
六0

0

間

2 H
O

O

米)

以
内
の
海
面
と
極
め
て
狭
い
も
の
，で
あ
？
た
。

」

;
1

一
、：「

大
正
S

年
：
免
許
更
新
と
同
時
に
觀
業
権
変
更
申
請
を
行
い
昭
和 

iy
年
六
月
に
許
可
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
漁
業
種
類
の
追
加
と
漁
場
区
域
の
拡 

張
で
あ
る
：
即
ち
漁
業
種
類
は
あ
み
、
あ
か
え
ぴ
手
操
網
と

A
種
類
の
刺P

お 

よ
び
流
網
、
延
繩
、
.釣
漁
業
を
含
め
て
全
部
で
十
六
種
が

追

加

さ

れ

て

お

り

、 

漁
場
区
域
は
満
潮
線
か
ら
ニ
：七
0

0米
に
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
.

，
三
、「

昭
和
十
四
年
六
月
許
可
さ
れ
た
再
渡
の
漁
業
権

.の
ま
更
は
そ
の
内
容.

を
二
種
頻
肖
除
三
十
九
種
魏
を
追

加
，-:1

た
。
，そ
：の
.主
な
も
の
は
い
わ
し
ぐ
網
、

ち :

た
い
、
こ
だ
い
延
繩
等
で
あ
る
が
、

.漁
場
区
域
は
不
動
基
点
か
ぢ
沖
出
し
四

0

 

0
0

米
を
結
ぶ
海
面
に
拡
大
す
る
に
至
っ
た

0」 

‘
：

，：
. 

： 

，
こ
れ
に
示
さ
れ
る
如
く
、

'専
用
漁
1

漁
場
は
、
零
細i

:,の
生
産
力
の
発 

展
，

(

無
動
力
漁
船
め
大
型
化
、；
網
漁
業
め
竊
展

)

と
と
も
に
拡
大
さ
れ
、
.：そ
の 

免
許
漁
f

多
種
に
渡
り
、
渐
漁
具
、
漁
法
め
採
用
に
関
わ
、：
部
落
的
规
制
が 

働
いV"

い
た
と
し
も
、
；
.
1
が

み

さ

れ

て
，.；
：

った
。

！
：
；
：
：

：
.

.
，

、
そ
の.

J

方
零
細
生
蓝
者
の
生
産
力
の
発
展
.は
専
用
漁
場
.の
狭
い
水
域
の
制
限 

を
打
破
し
；ょ
ぅ
と
す
る
連
動
と
自

0
め
漁
場
の
み
は
他1

漁
！6
め̂
侵
入
ホ
ら
：
 

守
る
と
い
ぅ
二
律
背
反
的
運
動
を
行
：？
て
き
た
ヴ
：そ
の
現
わ
れ
、ケ
し
ヤ

：

漁
場
粉 

争
が
あ
る
。
：
ま
た
生
®
力
め
®

と_

ホ
ふ
自
己
め
囊
を
制
約
す

.る
漁
場
の
：
 

確
保
は
専
用

^

灘
場
：の.拡
大
-
な̂
っ
：

現
象
し
ホ
，、

;：：； 

' ぜ
ん
：，：：-: 

一
#
用
激
i

は
零
^

の
i

と
と
も
に
変
化
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
力
、 

そ
れ
は
：ま
た
地
先
水
面
の
独
.

1C

と
は
い
え
、
漁
期
漁
法
が
規
定
さ
れ
た
独
古
で 

あ
'ャ
た
0 

.
そ
，.
て̂
こ
の
独
占
は
、
；：
そ
れ
が
労
働
対
象
の
独
ほ
と
：

つ
：，

お
な
る
時
に 

は
強
く
作
用
す
る
が
、
：
浮
魚
に
.対
し
て
独
占
の
力
が
：

弱
".̂
,;,

Vを
ら
魚
韻
に#
, 

しては他民の入会操業を許

13

す
る
事
実
は
多
ぐ
み
ら
れ
お
。

フ 

.て

.こ
の
点
：に

お

い

も

專

用

漁

霊

は

零
^

®21

の
：囊
を
强
胆
止
す
る
も
一 

れ
で
は
な
か
ゥ
た
。

.ま
た
專
用
漁
霊
漁
場
内
ゆ
お
：

^
>
^
^
>
;

查
-
^
^
-
^

黎
で
あ' 

る
大
型
網
漁
業
の
漁
勝
の
私
的
所
有
は
明
治
漁
業
法

'
£ょ
> 

定
置
漁
業
権
等，
‘ 

と
一
ぶ
て
法
認
さ
れ
て
お
り
、

‘
先
冰
商
の1

的
复
ほ
治
岸
の
資1

網
漁
；
 

業
成
ま
を
阻
止
す
る
も

の
：'

は
な
か
ら
ホ
の
赞
あ
る
。
し
か
ふ
漁

i
p
:

に
，ホ
：
 

ゃ
て
制
約
さ
れ
て-い
.な
い
広
大
な
自
由
な
水
域
が
存
在
し

.て
い
るA

ち
と
は
、，
漁.
. 

■

沿
岸
漁
業
の
構
造.，：
，

：
マ，

V

 

,
7
,
:

 

:

船
の
動
力
化
に
よ
っ
て
沿
岸
漁
場
の
部
落
的
独
占
が
漁
業
生
産
の
為
の
桂
糖
と 

し
て
作
用
す
ベき
と
こ
ろ
を
、
そ
の
作
用
を
.発
現
さ
せ
ず
に
、
資
本
制
漁
業
を 

M

さ
せ
た
の
：で
あ
る
。
；
：

•

.
以
セ
の
如
く
、i礎
黄
纖
場
のi

的
独
占
は
、
無
動
力
船
使
用
段
階
に
照
応 

す
る
と
こ
ろ

e*

漁
場
所
有
形
態
資
力
な
が
：ら
も
、：

め
資
本
主
義
的 

発
展
め
賊
止
条
件
と
じ
：て
の
お
用
を
発
現
：さ
せ
な
い

^
!
1
由
漁
場
の
存
在
に
よ
，ゥ 

' て
、：：：：.

を
め
存
統
が
：資i

漁
業
の
発
展
め
中
で
許
さ
れ
て
き
た

'の
で
あ
ゥ
お。
；

7 

資
-
^
^
^
|
漁
場
：の
熱
落
的
所
有
を
打
破
ム
な
い
で
発
展
じ
た
こ
と
は

’ 

i

i
の
落
在
を
長
ぐ
歉
持
：ル
、

'
;漁
家
膚
の
不
透
明
分
解
を
規
定
す
る
条

4

 

を
な
：

3

て
含
お
の
で
あ
を
。
：，
何
故
な
ら
ぱ

r 第
；；

マ
に
、'資
^

^

が̂
同一

の
.漁 

業
種
に
：お
：い
て
成
立
W
た
場
合
に
お
い
て

だ
；' 〕：

豊

度

の

高

い

、
；
位

置

に

惠

.
^
れ 

お

纖

場

で

漁

民

が

生

産

を

行
‘マ
て
：：い
る
：と
き
に
は
、
そ
の

r

個
別
的
価
値

」 

ほ
i

の
再
ま
進
を
保
障
す
る
；
上
も
あ
巧
従
っ
：
て
激
先
水
置
場
：の

響

' 

的
所
有
は
漁
家
の
蒋
在
を
維
持
す
る
作
用
：を
果
す
も
の
で
あ
っ
た
。
：第

T
E
、
I 

沿
1

場
I

お
い
；て.のみ生成繁茂ホ舞

v

^

v

£

®
し
：で
い
る 

貝類或；

•い
ほ
そ
：
漁
場
内
ぬ
多
力
譲
息
：

ホ
：.

等、
；
資業生産物
 

と
の
.

®性
が
弱
い.動
植
物
を.激

し

：て
生
灌
ホ
る
こ
も
を
漁
-
霞

は

可

能

、
 

:
,と
ホ
る
.
と
：に
よ
；
.ゥ
：て
ゆ
第

M
に
"； 

一§

漁

に

.

る
i

対
象
で
、
' 

.驚
漁
場
ル
で
は
資1

的
：

M

生
産
さ
れ
て
：い
を
が

ri

そ
の
：生
産
®

の
み
ホ 

は
；？̂

的
需
要
を
満.し
え
ぬ
場
が
生
？る̂
。
ダ
と
一
の
特
に
は
価
黎
f

お
漁
：
 

:

家
；の
生
産
を
可
能
お
す

>0 
メ
若
お
漁f

有
が
存
在
だ

H

ね
な
け
れ
ば
そ
の
：漁 

翁
ほ
生
産
性
の
：高

漁

業

，に
よ
ゥ
て
生
産
さ
れ従
一
っ
て
価

値
は
低
下

し-



::
お 
一"

ゆ
摩
の
余
地'樣；3j<

わ

れ

る

め

ホ

あ

，

み
。：；：；

ぃ

パ：；：

ニ 
：
ぃ

：
. ：、一. ；；；V::v:.

ト
；
ッ

，；-:

一

::::|

ま3111:̂
ま

潘

例1
1
^

は
貴
.！̂

的

囊

の

囊

れ

襄

■

め
存
資

'
一
を
以
ま
め
如-
ま

ら

果

き

^

場
内
§

み
、1

存
在
ホ
^
.
,
^
 ̂

ぐ
を
労
働
対
象
と
す
る
渐
業
に
お
い
て
は
、
，か
か
る
所
有
の
歡
在
は
生
産
を
拡 

一：
大
す
る-
!
-
I
m

は
大
ま
な

p
t

ゆ

を

発

膨

阻

止

？
^一，，0

ま
ザ
で
. 

も
ゥ
た
。
し
か
も
資̂
^
漁̂
業
の
発
展
に
ょ
ゥ.，.て
漁
家
.は
不
透
明
な
が
ら
分
解

浪
岸
漁
場
内

0

の

み

ま

き

在

ま

動

値

•

の
生
産
が
！
|
:
^
|
^
瞬

の

動

 ̂

な

養

；と
な
る
為
ハ
一
ま
*
^
ま
す
ホ
れ
に
：依

存

：ま

一

系

の

結

果

、

.ま
獲
ぐ
沿5llj ；

瓶
.

.

壊
の
荒
廃
を
惹
起
し
、
:
.零
細
漁
家
を
没
落
さ
せ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
あ
た

j 

ン乱瘦お阻正ポる為め漁期常か

^

が

露

；：̂

び

動

露

増

殖
 

'
め
為
の
築̂

^
ハ
；族
石
等
の
共
同
作
業
：

路
の
共
同
体
的
緣

.
通
：：； 

:

じ
て
行わ

，
^

る
ょ
；. ：TN:

に
な
る
。
；、■

漁
民
が
自
ら
，
^
默

す
'る
為
一
の&

制
が
，

 

ま
お
か
か
る
漁
業
に
お
け
る
資
本
主
！

^
的
発
展
を
賊

4J

す
る
の
で
あ
る。

'

激
場
の
^51̂

的
所
有
ほ
零
細
漁
民
が
自

<!\ を

維
持
；
る
為

‘に
妹

ぶ

共

司

的.. 

睹
関
係
の
漁
場
所.
に
お
：
'け
る
形
態
：で
も
り
、

V

零
細
漁n}̂

が
零
^

漁

民

て

ノ
 

維

持

さ

れ

る

限

り
i

的

所

有

は

存

続

し

、
同

時

に
，そ

れ

は

零

細

—

と
；

_3. で
：： 

彼
等
を
維
持
す
る
条
件
で
あ
る
？
資

：1
4
^

漁
業
め
発
展
の
中
で
ソ
：

.零P

漁
民
は 

徐
々
に
^
解
し
な
が
ら
も
、漁
場
の
部
落
的
所
有
は
零
細
漁
民
を
維
持
す
る
役
割 

を
果
し
、
そ
し
て.零
細
漁
民
が
維
持
さ
れ
る
膨
り
漁
場
所
有
の
部
落
的
形
態
は
，

ン
ぺ

.：f 

ぃ：- ; .: :

へ
，：ふ
，：>

;

:ゾ、
‘
.

"：' y V 

も：

四
0 
ン
 0

1

 
ニ.
i)

：
 
‘

：
；

ン
ー
薄
つ
參

1

力
あ
る
：0:ッ

；.；.： 
一

K

ま

^ ̂

一
 

, 

:
, ■

以
上
述
べ
て
き
た
如
く
、
日
本
漁
業
：

m
お
：

.S

セ
資4

^

生
産
が
堯
展
し.な
が 

一；

ま

ま

，意
速
に
且
：タ
透
明
に

.J:!;;

解
.レ
な
か
'ゥ
た
め̂
^

で 

> つ.た
の
で
あ
る
。

’激
家
が
資
本
制
的
.に
生
産
さ
れ
て
い
な
い
魚
撒
を
生
嚴

.

.，ま

■

夷

逼

營

響

的

所

§

基

く

も

の

で

ぁ

資

本

制

的

卞
並
：

a
ざ
れ
な
，：；；；，

の
は
：、.を
の

象

種

：

術

：

^
一
ね
現
在
に
お
わ
て
も

手
！..！

業
的 

に
し
か
生
産
し
え
ぬ
か
ら
で
は
な

V
、

漁
場
所
有
が
手

|4

業
的
生
産
に
押
し
と 

め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
ぅ
。
さ
ら
に
漁
場
所
有
は
自
然
的
豊
度
の
差 

を
周
i

し
、
資
1

1

1
達
レ
て
；い
る
業®
に

お

て
.
零̂
細
f

の
.

在

を

許か
®
:
®

あ
さ
を
。
第

ば

に

囊

生i

の
腐
i

が
.
^
p、、i

上
：
 

の

制

約

か

ら

資

品

が

り

込

ん

で

を

な

い

服

売

®

.の
存■

l̂
r

あ
び
腹 
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ら
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な

力

、

ー|§

落
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所

有

の

.漁

民

維

持

め

役

E

親

少
し
 >::

ま

お

、
：；
流

通

上

め
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も
i

の
ト
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>ク
输
を
の
発
展
、
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霖
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備
に
よ
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か
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‘
1

の
功
罪
"：を
の
盛
衰
に
関
し
て
、
'近
年
さ
ま
ざ
ま
の
对
史
的
論
議
が

女
：： 

さ
れ
て
い
る
。.し
か
し
、.ま
だ
決
定
的
な
解
決
は
下
さ
れ
て
は
い
な
レ
。
：

し
か 

る
に
、.
i

主
義I!

の
多
く
は
、.撒
占
：のi

i
を
実
施
-
て̂
い
'る
。.：独古

：： 

は
、
長
い
間
、
資
本
主
義
め
恶
を
货
す
る
％
の

.と
み
な
さ
れ
来
た
が
、

.
 

事
実
、
：
，

1.

面
に
お
い
て
独
占
が
何
ら
；か
の
糊
益
を
生
む
母
版
で
あ
る
な
ら
ぱ
マ

：
，. 

と
の
i

政
策
は
根
本
的
に
検
討
し
直
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
本
稿
は
独
.一
 

古
め
功
罪
そ
の
も
の
を
間
ぅ
前
に
、
潮

：

=1

的
な
論
議
を
惹
處
す
る
根
旧
と
考
え

. 

ら
れ
る
独
古
の
：概
念
め
混
乱
を
、
集
中
の

.問
題
を
中
心
：と.し
：て
、.
.
.
政
策
論
的

鶴
：： 

点
か
ら
整
理
し
直
す

」

と
をEI

標
と
し
て
い
る。
.
：
.
：

■

1

独
占
，の
槪
念
は
、
凝
義
の
も
の
.と
広
義
の
も
の
に
区
別
さ
れ
る
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:
.

忠

実

字

： 

養
に
し
た
が
え
ば

0

独
ほ
は
、
単.：

i:

企
業
：.：
し：
ぺは、：

.

.轉I

的
行
動
を
と
る
：

独

集

ホ

企
業
団
体

)

'が
或
る
：商
品
市
場
め
全
.殺

量

を

：支
配
し
価
格
を
統
制
す
る
と
き 

に
限
定
さ
れ
る
。
：

(

需
要
者
側
の
条
件
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
論
旨 

を
簡
廣
に
：す
る
た
め
、
以
下
、
需
要
者
は
多
数
と
仮
定
し
て
論
を
進
め
る
。

)
.

こ 

.の
場4

ロ
、
あ
ら
ゆ
る
商
品
め
質
的
相
違
に
着
目
す
る
と
、

'す
べ
て
の
供
給
者
が
、 

2
E

己
め
商
品
：の
独
古
者
と
な
る
。

：

と

：こ
で
は
、：そ
れ
ほ
ど
霍
に
は
考
え
な
い
。 

使
用
目
的
を
等
し
く
す
る
商
品
群
を
も
ッ
ズ
：

J
:
®

と
み
な
そ
ぅ
。
と
の
ょ
ぅ 

な

意

味

で

，の

独

占

は

、
法

律

的

独

ボ

：(

電
気
事
業
等

>

、
自
然
的
独
古.，

(

鉱
山
等) 

の
.場
合
を
除'い
て
.は
実
際
に
：は
稀
少
で
あ
り
、

1.

般
的
で
は
な
い
。
.次
に
広
義 

に
と
れ
ば
、
或
る
市
場
の
掘
造
が
，完
全
競
争
の
；条
件
を
満
足
さ
せ
な
い
場
合
に
、 

そ
'の
市
場
：は
：独

占

的

‘で
：4
る̂

ぶ

さ

か
る

ャ

と
：
の
：定

義

：は
き
わ
め

'て
包

括

的

-
^
^
も 

の
で
あ
る
：。
，
完

全

競

争

市

場

族

'
'
B企
業
：
 <

供
給
者)

が
§

、：：D ：

商
品
が
同 

質
的
で
あ
る
、
と
の
ニ
条
件
を
必
要
と
す
る
。

B
は
、
.各
企
業
の
供
給
量
が
全 

供
給
！̂
.
.
に
比
し
.盧
少
.で
.価
格
に
.対
す
る
.影
響
力
を.は
と
ん
，ど
も
た
な..V
.
こ
，と、
.

一：

IT

汰
、
レ

」

の
が
場
に
：お
げ
る
商
品
間
に
は
.ゃ
1

1別
め
原
則
が
ま©
す
る
と
と
、
 

を
意
味
す
る
。
，か
か
る
市
場
は
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
故
、
ニ
条
件
か

パ，

‘ず

:|


